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おおたこうれん

大
田
工
業
連
合
会
青
年
部
連
絡
協
議
会

の
定
時
総
会
が
４
月
17
日
に
大
田
区
産
業

プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
O
に
て
開
催
さ
れ
た
。
同

青
年
部
は
当
会
傘
下
４
団
体
の
青
年
部
の

連
絡
・
協
調
を
目
的
と
し
た
団
体
で
、
工

業
系
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
参
加
、
他
地
域

の
工
業
会
と
の
交
流
な
ど
積
極
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
53
回
目
と
な
る
今
回
の

定
時
総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
の
事
業
報

告
お
よ
び
収
支
決
算
報
告
の
承
認
、
今
年

度
の
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
の
決

定
、
そ
し
て
役
員
選
任
の
計
５
議
案
に
お

け
る
議
事
が
行
わ
れ
た
。
冒
頭
で
は
関 

英
一
委
員
長
が
登
壇
し
て
挨
拶
。
任
期
２

年
の
一
年
目
を
終
え
た
関
委
員
長
は
こ
の

一
年
の
関
係
各
位
か
ら
の
協
力
に
感
謝
を

述
べ
つ
つ
、「
個
人
で
は
で
き
な
い
よ
う

な
価
値
の
あ
る
経
験
を
こ
の
仲
間
と
積
め

て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
」
と
思
い
を

語
り
、
今
年
度
も
強
い
結
束
の
維
持
を
求

め
た
。

そ
の
後
、
関
委
員
長
を
議
長
に
選
任
し

て
議
事
を
進
行
。
平
成
30
年
度
は
主
に
17

の
事
業
を
実
施
。
昨
年
か
ら
の
継
続
事
業

を
中
心
に
、
11
月
に
は
茅
ヶ
崎
市
へ
の
工

場
見
学
会
を
開
催
。
10
月
に
は
桐
生
市
、

２
月
に
は
横
浜
市
の
工
業
フ
ェ
ア
に
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
区
外
で
の
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を

入
れ
た
。
ま
た
、
計
３
度
行
っ
た
経
営
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
で
は
毎
回
外
部
か

ら
講
師
を
招
き
、「
堂
々
プ
レ
ゼ
ン
術
」「
日

本
一
分
か
り
易
い
事
業
承
継
」
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

続
い
て
収
支
決
算
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

も
議
事
が
行
わ
れ
、
両
議
案
と
も
満
場
一

致
の
賛
成
に
よ
り
議
決
さ
れ
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算

に
つ
い
て
も
滞
り
な
く
満
場
一
致
の
賛
成

で
議
決
。
今
年
度
は
右
下
の
表
の
よ
う
な

事
業
・
催
物
を
予
定
し
て
い
る
。
今
年
も

継
続
事
業
が
中
心
と
な
る
中
で
、
９
月
に

は
新
事
業
と
し
て
「
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ッ

シ
ョ
ン
O 

T 

A
２
０
１
９
」
を
予
定
。

こ
ち
ら
は
都
立
六
郷
工
科
高
校
の
生
徒
と

コ
ラ
ボ
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
。
な
お
、

本
年
は
任
期
２
年
の
２
年
目
に
あ
た
る
た

め
本
来
は
役
員
の
改
選
は
行
わ
な
い
が
、

工
和
成
年
会
の
会
長
が
交
代
と
な
っ
た
た

め
後
任
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
工
和
成

年
会
の
現
会
長
で
あ
る
西
居
徳
和
氏
を
選

任
し
た
。

こ
の
日
は
松
原
忠
義
区
長
ら
区
内
の
要

職
の
方
々
に
も
来
賓
と
し
て
ご
列
席
い
た

だ
き
、
代
表
し
て
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
た
松

原
区
長
は
「
今
年
は
５
年
ぶ
り
に
『
大
田

区
も
の
づ
く
り
等
実
態
調
査
』
を
行
う
。

産
業
構
造
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、
区
の

工
業
の
現
状
を
し
っ
か
り
把
握
し
た
上
で

次
の
産
業
政
策
を
打
っ
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

大田工連青年部総会
新事業「マッチングセッションOTA2019」を9月に開催

右
か
ら
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
た

松
原
忠
義
区
長
。
当
会
の
舟
久
保
利

明
会
長
。
関
英
一
青
年
部
委
員
長
。

大田工業連合会青年部連絡協議会
令和元年度の主な事業予定

実施月 事業名 担当会 備考

7月 委員引継ぎ研修会 蒲田工業
経営研究会 1泊2日を予定

経営セミナー ー 複数回の開催を予定

8月 講演会 蒲田工業協同組合
木鶏会

納涼会 工和成年会

9月 工場見学会 大森工場協会
YMクラブ

マッチングセッション
OTA2019 青年部有志

11月 OTA
ふれあいフェスタ 大田工連青年部 各会青年部が参加予定

12月 忘年会 工和成年会

2月 工業展示会出展 青年部有志 テクニカルショウヨコハマ
2020への出展を予定

3月 THE PARTY2020 大田工連青年部 実行委員会にて運営

区
の
産
業
部
門
や
各
団
体
か
ら
要
職
の
方
々
を
来
賓
と
し
て

お
招
き
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
定
時
総
会
。

定
時
総
会
の
後
に
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
当
会
の

鵜
沼
浩一副
会
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。
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４
月
２
日
〜
４
日
の
３
日
間
、
大
田

区
と
当
会
が
主
催
す
る
新
入
社
員
セ
ミ

ナ
ー
が
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
O
で

行
わ
れ
た
。
毎
年
恒
例
の
当
セ
ミ
ナ
ー

は
、
こ
の
春
か
ら
区
内
の
工
業
系
企
業

に
就
職
し
た
新
入
社
員
を
対
象
に
開
か

れ
た
も
の
。
今
年
も
多
数
の
応
募
が
あ

り
、
ス
ー
ツ
姿
が
初
々
し
い
20
名
が
参

加
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
社
会
人
と
学
生
の
違
い
を
認
識
し
、

新
入
社
員
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の

基
本
体
得 

」
と
「『
も
の
づ
く
り
』
に

た
ず
さ
わ
る
企
業
人
と
し
て
の
『
自
覚

と
誇
り
』
の
醸
成
」
の
２
つ
。
３
日
間
、

朝
９
時
半
か
ら
16
時
半
ま
で
集
中
し
て

知
識
が
体
得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用

意
し
て
い
る
。

初
日
の
開
会
式
に
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
当
会
の
舟
久
保
利
明
会
長
が
受

講
生
を
前
に
挨
拶
。
舟
久
保
会
長
は
初

め
に
「
ま
ず
は
こ
こ
に
送
り
出
し
て
く
れ

た
会
社
の
熱
意
に
感
謝
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
続
い
て
「
お
そ
ら

く
会
社
に
入
る
と
『
指
示
待
ち
人
間
に

な
る
な
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
も
確
か
に
大
切
な
こ
と

で
す
が
、
私
が
さ
ら
に
重
要
だ
と
思
う

の
は
『
人
に
頼
り
に
さ
れ
る
』
と
い
う
こ

と
で
す
」
と
話
し
た
上
で
、「
会
社
は

皆
さ
ん一人一人
に
希
望
を
感
じ
て
お
り
、

少
し
ず
つ
責
任
を
持
た
せ
な
が
ら
任
務

を
与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
自
信
が

持
て
る
よ
う
に
な
る
に
は
長
い
時
間
が
か

か
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
周
囲
の
期

待
に
応
え
て
信
頼
を
勝
ち
得
て
欲
し
い

で
す
」
と
熱
い
言
葉
で
新
社
会
人
を
激

励
し
た
。

講
義
は
受
講
生
が
4
〜
5
人
程
度
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
形
で
進
行
。
初

日
の
午
前
中
は
も
の
づ
く
り
産
業
の
職

業
訓
練
を
主
に
行
う
千
葉
県
の
高
度
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招
い
て
、

工
業
人
の
基
本
的
マ
ナ
ー
で
あ
る
「
５

Ｓ
」
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ
た
。
ま
ず

は
、
工
場
に
な
ぜ
５
Ｓ
が
必
要
な
の
か

を
説
明
が
行
わ
れ
た
上
で
、
セ
ミ
ナ
ー

会
場
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
事
例
と
し
て

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。
そ
の
後
も
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
の
組
み
立
て
を
題
材
と
し
た

製
造
フ
ロ
ー
の
改
善
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

が
行
わ
れ
、
各
チ
ー
ム
が
ア
イ
デ
ア
を
披

露
す
る
機
会
も
あ
っ
た
。
頭
だ
け
で
な

く
手
を
動
か
す
形
の
講
義
は
各
自
の
積

極
参
加
を
促
し
、
そ
れ
ぞ
れ
初
対
面
で

あ
り
な
が
ら
自
然
と
連
帯
感
が
生
ま
れ

て
い
た
。

午
後
以
降
は
人
材
教
育
の
プ
ロ
を
講

師
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
礎
を
習
得
。

「
学
生
と
社
会
人
と
の
違
い
」
か
ら
入

り
、
社
会
人
ら
し
い
言
葉
遣
い
、
電
話

の
受
け
答
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
書
き

方
な
ど
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど
を
交
え

て
演
習
形
式
で
学
ん
だ
。

最
後
に
各
自
に
よ
る
「
明
日
か
ら
の

決
意
表
明
」
を
行
い
、
３
日
間
の
日
程

を
終
了
。
対
面
型
で
み
っ
ち
り
行
わ
れ

た
講
習
は
リ
ア
ル
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
希
薄
な“
ス
マ
ホ
世
代
”の
若
者
に
と
っ

て
実
り
の
多
い
機
会
と
な
っ
た
に
違
い
な

い
。
令
和
の
新
時
代
に
社
会
へ
飛
び
立

つ
彼
ら
が
各
企
業
の
貴
重
な
翼
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

新入社員セミナー
20名の工業人の卵たちが参加

講師を交え、各チームのアイデアを披露しあった初日午前の講義

　●事業資金が必要なとき
利息の30%を3年間補助（大田区より）
小規模事業者のための、保証人も担保も
いらないマル経資金をご利用ください。
2,000万円まで　金利年1.21%

（金利は2019年5月7日現在）

　※制度の内容や金利など
　　詳細については電話で
　　お問い合せください。

●経営上でお悩みのとき
　　窓口専門相談をご利用ください。（予約制・無料）

○法律相談・税務相談・労務相談
○経営相談（毎日、随時）

会員・非会員を問わず
ご利用できます。東京商工会議所 大田支部

大田区南蒲田1-20-20（大田区産業プラザ5階）　☎（3734）1621

左上・左下／開講の挨拶に立った舟久保会長と西川恭子事務局長。
右上／チームワークで課題に挑戦。右下／作業の効率化で製造時間を短縮。

「新入社員セミナー」
3日間の主なカリキュラム
１日目

●「5S」について
●社会人としての心構え
●コミュニケーションの重要性 ①
●ビジネスマナーの基本
　・挨拶
　・表情コントロール
　・身だしなみ　など

2日目
●ビジネスマナーの基本
　・�態度 

（TPOに合わせた立ち居振る舞い）
　・言葉遣い（正しい敬語）　など
●ビジネスマナーの実践
　・電話応対
　・他社訪問
　・来客対応　など

3日目
●ビジネスマナーの実践 
　・ビジネス文書の基本構成
●コミュニケーションの重要性②
●仕事の進め方
　・仕事のPDCA
　・報告、連絡、相談の方法　など
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お
お
た
の
も
の
づ
く
り
と

新
た
な
才
能
を
つ
な
げ
る
場
に

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
区
内
の
も
の
づ
く

り
注
目
企
業
や
施
設
を
訪
ね
ま
す
。
第

１
回
は
４
月
に
梅
屋
敷
駅
近
く
の
高
架

下
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス「
Ｋ
O
Ｃ
Ａ（
コ
ー

カ
）」
に
伺
い
ま
し
た
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
は
、

別
々
の
事
業
を
行
う
会
員
が
作
業
机
や

会
議
ス
ペ
ー
ス
を
共
有
す
る
働
き
方
空

間
の
こ
と
。
様
々
な
知
識
を
持
つ
人
が

集
ま
る
の
で
、
異
業
種
間
の
交
流
か
ら

ア
イ
デ
ア
創
出
の
場
に
も
な
り
ま
す
。

昨
今
増
え
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

の
中
で
も
「
も
の
づ
く
り
」
に
特
化
し

て
い
る
Ｋ
O
Ｃ
Ａ
。
企
画
運
営
を
行

う
株
式
会
社
＠
カ
マ
タ
代
表
の
茨
田
禎

之
さ
ん
は
「
こ
の
地
域
の
持
つ
技
術
力

と
新
し
い
ア
イ
デ
ア
と
を
繋
ぎ
、
大
田

区
の
も
の
づ
く
り
の
あ
り
方
が
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
す
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
き

た
い
」
と
設
立
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

梅
屋
敷
駅
の
改
札
を
出
て
す
ぐ
の
高

架
下
で
開
発
が
進
む
も
の
づ
く
り
複
合

拠
点
「
梅
森
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の

中
に
Ｋ
O
Ｃ
Ａ
は
あ
り
ま
す
。
ベ
ー

ス
と
な
る
Ａ
棟
と
計
３
棟
の
工
房
・
ス

タ
ジ
オ
が
並
ぶ
造
り
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
植
栽
が
置
か
れ
、
路
地
裏
の
よ
う
な

通
路
や
ソ
フ
ァ
付
き
テ
ラ
ス
ま
で
設
け

ら
れ
た
空
間
。「
あ
え
て
“
す
き
間
”

を
作
り
、
人
が
回
遊
し
、
街
に
溶
け
込

む
よ
う
な
空
間
に
し
ま
し
た
」
と
、
茨

田
さ
ん
と
と
も
に
代
表
を
務
め
る
連
勇

太
朗
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
の
作
業
机
は
月

１
万
２
千
円
で
利
用
可
能
。
別
途
料
金

で
ポ
ス
ト
を
設
置
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
価
格
帯
は
異
な
り
ま
す
が
、
占
有

可
能
の
固
定
席
や
10
㎡
超
の
個
室
も
あ

り
、
複
数
人
の
事
業
所
と
し
て
利
用
で

き
る
ス
タ
ジ
オ
も
完
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
会
員
の
中
に
は
新
事
業
を
起
こ
し

た
町
工
場
の
若
手
後
継
者
も
い
る
そ

う
。
一
方
で
、
工
房
に
は
入
居
会
員
が

利
用
で
き
る
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
や
木

材
切
削
機
を
完
備
。
館
内
の
家
具
も
こ

こ
で
造
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
い
ま
す
。

「
新
し
け
れ
ば
何
で
も
い
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
町
工
場
の
ニ
ー
ズ
と

新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
整
頓
し
な
が
ら
、

き
ち
ん
と
実
践
し
、
証
明
で
き
る
場
に

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
茨
田
さ
ん
。

一
方
、
連
さ
ん
は
「
既
に
新
た
な
取
り

組
み
の
機
微
に
な
る
よ
う
な
繋
が
り
も

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
繋
が
り
を
ど

う
や
っ
て
面
白
く
し
て
い
く
か
が
私
た

ち
の
役
割
で
す
」
と
言
い
、
工
業
の
技

術
と
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
ス
キ
ル
が
着
実

に
結
び
付
き
、
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ

る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

毎
週
最
終
金
曜
日
に
は
「
カ
マ
タ
フ

ラ
イ
デ
ー
」
と
い
う
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
る
の
で
、
施
設
見
学
を
兼

ね
て
出
か
け
て
み
て
は
。
茨
田
さ
ん
、

連
さ
ん
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
邪
魔
し

ま
し
た
！

　東京都では、2020年4月の「東京都受動喫煙防止条例」の全面施
行に向け、都内の中小飲食店・宿泊施設が行う受動喫煙防止対策
を支援する事業を実施しています。
　本年1月から開始している経営相談に関する専門家派遣事業に加
え、4月1日から喫煙専用室等の設置に対する補助金の受付を開始
しています。

　詳細については、東京都のホームページにてご確認ください。
　下記検索ワードにて確認することができます。

東京都　受動喫煙防止対策　補助金 検索
　屋外や喫煙専用室内で吸う場合も、吸わない人への配慮に努めましょう。

▶問合せ先　大田区健康政策部健康づくり課健康づくり担当
　電話番号　03-5744-1661　FAX番号　03-5744-1523

おおたの
ものづくり探訪

Ａ棟 1 階のフリーアドレススペース。同じ階にはミーティングルームもある。

左上／梅屋敷駅から徒歩 1 分の立地。右上／工作機械が揃う工房。左下／
会員が自由に使える共同キッチンも。右下／Ａ棟 1 階は固定席

KOCAをセカンドオフィスに 
しませんか？

現在、KOCA では新たな入居会員を募集しています。月額利用料は、
フリーアドレスで 1 万 2 千円、固定席で 3 万 2 千円、個室は 5 万 4
千円〜（その他、入居時に事務手数料あり）。平日は午前 9 時から夜
10 時、週末・祝日は午前 10 時から夜 8 時まで開いているので、新し
い事業を考えるセカンドオフィスとしても最適です。問い合わせは上
記のメールアドレスまで。

KOCA（コーカ）
東京都大田区大森西6丁目17-17
連絡先　koca@atkamata.jp 

第1回 KOCA

連さんと茨田さんに
お話を伺いました

中小飲食店や宿泊施設における受動喫煙防止対策を支援します
東京2020大会に向けた受動喫煙防止対策支援事業
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やめよう！　歩きたばこ 
ポイ捨て禁止！

　歩きたばこは、手に持ったたばこの火がすれ違う人にけがをさせ
る恐れがあります。自転車に乗っているときも同様に危険ですので
やめましょう。
　また、吸い殻などのポイ捨ては、まちの美観を損なうため、区内
で禁止されています。

喫煙マナーを守り、 
清潔で美しいまちづくりにご協力ください

▶問合先　環境対策課環境推進担当 
　電話番号 5744－1366　FAX 5744－1532

大田区公衆喫煙所設置等助成制度を 
はじめました。

　大田区では、受動喫煙等の防止のため、一般に開放し、無料で
利用できる公衆喫煙所の整備を進めております。一定の要件を満
たす公衆喫煙所の整備及び維持管理に係る経費の一部を助成いた
します。助成を受けることができるのは、区内の土地・建物を所有
又は使用している個人・企業・団体等となります。

　詳細については、 
ホームページまたは右記QRコードよりご確認ください。

▶問合先　環境対策課環境推進担当 
　電話番号 5744－1366　FAX 5744－1532

初めまして、４月から事務
局長としてまいりました西川
恭子です。

かつては、公益財団法人大
田区産業振興協会に２年、直
近では大田区産業経済部産業
振興課工業振興担当に６年在
籍していましたので、この顔
にピンと来た方もいらっしゃ
るかもしれません。

これまでの経験を生かし、
目標は高く、区内の産業支援
機関を繋ぐ要を目指し、皆様
に有益な情報提供や事業実施
に努めてまいります。

とは言え、まず目の前の仕
事に慣れることが第一で、ま
だまだご迷惑をおかけするこ
ともあると思います。

遠慮なく、お立ち寄り頂き、
ご意見やご希望をお寄せ頂け
たら幸いです。

事務局職員一丸となって頑
張りますので、引き続きどう
ぞよろしくお願いします。

第1回
事務
局から

ざっくりこんなサポートです！
◆区内で３年以上にわたって同一業種を営む中小企業等が対象
◆区内での工場移転や新増設に対象経費の1/3（上限1000万円）を支援
◆合計500万円以上の経費に支援（従業員20名以下の企業は100万円以上）

このコーナーでは大田区が主に中小企業を対象に行っ
ている支援制度やサポートをわかりやすく紹介していきま
す。第1回目は「大田区ものづくり工場立地助成」です。

大田区には約3500の工場があり、その中には代々こ
の地域に根付く中小企業が多くあります。そうした企業が
これからも区内で事業を続け、「ものづくりのまち」の魅力
を維持・発展させようというのが当制度の狙いです。この
制度では工場の移転や原状回復、工場の新増設、建物
付帯設備や関連設備の整備にかかる経費の1/3（上限
1000万円）を支援。このうち「建物付帯設備」には、ボイ
ラーや受変電設備等の生産工程に必要な設備、騒音対
策のための設備、太陽光パネルなどの省エネ設備などが
該当します。この制度に交付申請ができる企業は下記3
つの条件のいずれかに該当する事業者です。

①区内で3年以上継続して同一の業種（製造業）を営む
中小企業者

②区外で3年以上継続して区が定める業種を営み、区内
での操業を希望する中小企業者

③大田区内に土地を有し、当該土地に貸工場を経営す
る者

助成を希望する際は、対象の新増設や移転を契約す
る前日までに「事業計画書」「資金計画及び経営計画
書」「企業概要書」「その他区長が必要と認める書式」
の提出が必要。交付は原則3年間にわたって行われ、交
付企業は10年以上の操業の継続など一定の責務が課
されます。対象経費の合計が500万円以上の事業を対
象としていますが、従業員20名以下の企業は100万円以
上の事業で申請できるのもポイントです。実際にこの制度
を利用して、工場アパートから区内の別の場所へ移転を
行った企業もあり、大田区で長く事業を営み、今後も区内
で事業を継続したいという企業にはとても有効な支援と
いえるでしょう。より詳しい情報は大田区のホームページ
でも紹介されていますが、助成を検討される場合は申請
受付窓口である「一般社団法人日本立地センター」にま
ず相談してみることをおすすめします。

ご存知ですか？公的支援
─ ものづくり工場立地助成 ─

ものづくり企業を 
応援します！

ものづくり工場立地助成金につきまして
は、平成30年度から、従業員20名以下の
企業のみなさまは100万円以上の工事も申
請できるようになりました！

移転・新増設・エアコン・クレーンと幅
広く使用できる助成金ですので、ぜひご活
用ください！

担当者　大田区産業振興課　桑原・久保田

ものづくり工場立地助成
問い合わせは…

一般社団法人日本立地センター
電話 03-3518-8966


